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本日の説明内容
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救命救急センターの役割

CHAPTER 2
病院前救急診療について
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ドクターヘリについて

CHAPTER 4
離島救急医療の現状と課題
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沖縄における救急医療体制の課題
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病院前診療 救急初療 決定的治療 集中治療

これら「すべて」を「シームレスに」に繋げる

「高度な救急医療体制」を構築

「地域」と「沖縄」を守る救命救急センター



CHAPTER 1
救命救急センターの役割

✔ 救急患者を100%受け入れる救急外来

→ 救急搬送や救急受診患者さんに対して迅速かつ適切な対応を実施

→ 病院前からの適切な情報共有のもと迅速に受け入れ体制を整え応需

✔ 迅速かつ適切な救急初療体制

→ 迅速かつ適切な蘇生・処置・治療を含む初期診療を実践

✔ 各専門診療科と連携し質の高い救急医療の提供

→ 必要に応じて救急受け入れ要請時から専門診療科と情報共有し対応

→ 迅速に決定的治療に繋げられるための連携体制を取る

✔ 地域の開業医や施設との緊密な連携を持つ救急外来

→ 地域の重症患者を集約し、迅速かつ適切に対応

→ 地域のクリニックや施設との情報共有・迅速かつ適切な対応

救急初療部門（ER：Emergency Room / ED：Emergency Department）
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CHAPTER 1
救命救急センターの役割

✔ 専門診療科との円滑な連携体制

→ 日頃から合同のカンファレンスを開くなど円滑な連携体制構築

→ 救命救急センターコンサルト対応担当医師の常時配備

✔ 院内受け入れ体制に関する情報の共有

→ 各専門診療科等の受け入れ体制情報を可視化しシームレスに共有

→ 受け入れ体制については主要医療機関で共有。「点」ではなく「面」で対応

✔ 救急事案受け入れに際する早期情報共有

→ 救急隊からの多様化する情報を専門診療科と早期に共有

→ 現場出動したヘリやカーの医師からの情報に基づく早期の方針検討

決定的治療➡手術・カテーテル治療・内視鏡など
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CHAPTER 1
救命救急センターの役割

集中治療（救命救急病棟・ICU・HCU）

✔ 集中治療専門医を中心とした高度集中治療体制整備

→ 救命救急センターには2名の集中治療専門医を配備

→ 集中治療専門医を中心に看護師、薬剤師、MEなど多職種のチーム医療整備

✔ ECMOなど高度医療機器を用いた呼吸・循環管理を中心とした高度集中治療体制

→ 院外心停止症例に対するECPRや脳低温療法を含めた全身管理

→ COVID-19感染症でも知られる重度呼吸不全症例でのVV-ECMOの施行 など

✔ 病院前からの情報共有・方針共有に基づく円滑な対応

→ 病院前からの情報（救急隊やヘリなど）に基づくシームレスな受け入れ体制

→ 集中治療施行中から、退院を見据えたリハビリテーション介入など実施

→ 救急現場から退院までをシームレスに繋げる対応が可能な体制を構築
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病院前救急医学とは？

「プレホスピタルケア」

Pre-Hospital Care

傷病者が「病院に到着まで」に

行われる「医療・医学」
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119番通報から救急車現場到着までの所要時間

分 秒（全国平均・総務省消防庁調べ）



CHAPTER 2
病院前救急診療について

119番通報から病院搬入までの所要時間

分 秒（全国平均・総務省消防庁調べ）



医療機関を「出て」

「現場」「離島」から「開始」する医療

病院で受け取って始めるのではなく
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病院前救急診療について



ドクターヘリドクターヘリ ドクターバイクドクターバイク

ラピッドレスポンスカーラピッドレスポンスカー

救急車型ドクターカー救急車型ドクターカー
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救急医療における「ヨコ」の連携と「タテ」の連携

● 発災・受傷

● 病院前救護（救急隊）

● 病院前救急診療（現場医療介入）

● 救急診療（救急外来 etc）

● 診療科別専門治療
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使用機体
・エアバス社製 EC-135

・全⾧： 10.16m

・全幅： 10.2m

・最大速度： 287km/h

・巡航速度： 222km/h

・世界各国で救急ヘリコプターとして使用

・フェネストロンテールローターにより、

低騒音と高い安全性を確保

・観音開きの機体後部ドアより、ロールイン

ストレッチャー(脚付)を用いた患者収容

・両エンジンの同時始動、２分以内の離陸

が可能な為、患者乗降はエンジンを停止

して安全に実施

CHAPTER 3
ドクターヘリについて



キャビンレイアウト

医師

看護師

副操縦士

操縦士

患者（ストレッチャー）

患者付き添い

人工呼吸器、吸引器、除細動器付モニター、

携帯型エコー、シリンジポンプ、

緊急医療器材・緊急医薬品、

ストレッチャー、バックボード

オートパルス 等 を搭載。

〔機体右側ドアより〕
〔機体右側ドアより〕
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キャビンレイアウト

医師

看護師

副操縦士

操縦士

患者（ストレッチャー）

患者付き添い

〔機体後方より〕

人工呼吸器、吸引器、除細動器付モニター、

携帯型エコー、シリンジポンプ、

緊急医療器材・緊急医薬品、

ストレッチャー、バックボード

オートパルス 等 を搭載。
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浦添ヘリポート浦添ヘリポート

浦添総合病院浦添総合病院

浦添へリポート→浦添総合病院

救急車に載せ替えて搬送

載せ替え＋搬送で15分を費やす



CHAPTER 3
ドクターヘリについて

迅速な出動

迅速な医療介入

迅速な病院収容

屋上へリポート整備で

迅速な対応が可能

→ 救命率の改善
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沖縄県における離島医療の特徴

沖縄県を本土の地図と重ねると…
関東から四国までの⾧さに匹敵

東西に細⾧い沖縄県 辺戸岬～与那国島 約600Km

CHAPTER 4
離島救急医療体制の現状と課題

沖縄県は 160 の島々から成り…

そのうち有人離島は 48



沖縄県の地域特性上多い「離島からの施設間搬送」

防災ヘリ未整備

ドクターヘリへの

依存度が高い
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陸上自衛隊第 15 旅団 ヘリ隊

CH-47

（Chinook）

UH-60J

（Black Hawk）

LR-2

活動スペースが広く、収容人数が多い

与圧なし・振動が大きくモニタリング困難

振動がCH-47より少ない・機動性が高い

与圧なし・活動スペースが狭い

入り口が狭く、搬入・搬出が困難

巡行速度が速い・与圧装置がある
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要請

要請 通報

報告回答

命令

報告

終了

報告

情報交換
（仮通報）

急患空輸は「災害派遣」として
県知事から自衛隊に要請される

急患空輸は「災害派遣」として
県知事から自衛隊に要請される

☑ 診療所の要請手順を簡略化

☑ 同時進行の情報共有と準備

☑ 離陸準備等の効率化を図る

☑ 診療所の要請手順を簡略化

☑ 同時進行の情報共有と準備

☑ 離陸準備等の効率化を図る
2016.4.1～
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45分間 35分間

例）久米島の場合 医師病院出発～患者病院搬入まで 180分

（病院～那覇空港離陸・那覇空港着陸～病院の移動で80分を費やしている）

➡ 病院～医療スタッフのピックアップと病院への直接搬送で60分間の短縮が可能



（例）新型コロナウィルス性肺炎に伴う

重症呼吸不全患者の離島搬送

集中治療管理を行いながらの航空機搬送



重症患者（人工呼吸管理・ECMO管理）

↓
直接病院へリポート搬送することでリスク軽減



病院周辺地域は

★消防機関の救急車

★ドクターカー

で市民の生命を守る



離島や僻地は

★ドクターヘリ

★その他のヘリ

で県民の生命を守る



南の島々から医療を地域格差をなくしたい


